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論文内容の要旨
本論文は、ハプスブルク君主国のオーストリア側(し、わゆるシスライタニア)の帝国議
会において、ドイツ人やポーランド人らと並ぶ重要な政治アクターで、あったチェコ人諸政
党の間の関係を、 20 世紀初頭の時期に関して詳細に検討したものである。 1907 年に帝国
議会に男子普通選挙が導入され、チェコ人政党の分化が完成したことに国民社会の成立を
見る従来の研究の中では空白となっていた、それ以後のチェコ人政党の聞における統一的
政治行動の模索とその挫折の経緯を検討することを通して、本論文は、第一次世界大戦前
にチェコ人諸政党の間では、横並びの複数の政党の間で有権者の支持と政治的影響力をめ
くやって競争が行われる状況が生じたことを明らかにし、これがそれまでの名望家タイプの
自由主義政党が主導した国民社会の代表の一元化を目指す「国民的一体性j の政治とは異
なる政党間競争を生み出し、さらにはこのことが第一次世界大戦を挟んで、戦間期のチェコ
スロヴァキア共和国のデモクラシーのもとでの安定的な連合政治運営を可能にしたこと
を示唆する。
本論文冒頭の「はじめに」と、第 1 章においては、先行研究を紹介する中から本論文の
課題が提起され、本論文において用いられる分析枠組が提示される。まず、ガーヴァー
Bruce Garver、ウルバン Otto Urban、ルフト Robert Luft、マリーシュ Jifí Malír らの
チェコ政党政治史の先行研究の検討を通して、 19 世紀後半の老チェコ党(自由党)・青年
チェコ党(国民自由党)の名望家政党支配期を経て、部分利益を代表する大衆組織政党の
登場によって 19-20 世紀転換期に多党化が完成したと目されてきた時期の後にも、実際
には青年チェコ党が主導して統一的な政治行動が追求され続けたことと、第一次世界大戦
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直前にはかえってそのことのために蛾烈な政党間の対立が生じるに至ったことが、研究史
上は十分に取り上げられていないことが指摘される。多党化の完成から戦間期チェコスロ
ヴァキア共和国のもとでのデモクラシーの安定を直接に導き出す議論に対しては、同様の
経験をしたポーランドやユーゴスラヴィアなどの他の継承諸国における戦間期のデモク
ラシーの崩壊が説明できない不備が指摘される。ここから、 20 世紀初頭のチェコ政党政治
研究の必要性が導き出され、継承諸国間比較の中で、この時期の政党間関係の変容が持つ
重要性が推定される。それを、より一般的なヨーロッパ諸国の 19 世紀末から 20 世紀初頭
にかけての民主化過程の研究の中に位置づける中から、執行権における非党派性の打破、
すなわち多数派政党(連合)の構成する政党政府の容認と、とりわけ政党聞の競争関係の
成立とが、デモクラシーの成立の前提として重要な条件となることが示される。また、本
論文で用いられる分析枠組みに関しては、ウルバンやヴェレク Lubo益 Velek の先行研究を
参照しながら、同時代概念である「国民的一体性」が、実体としてのナショナルな議員団
の中における特定の政党主導下での統一的な政治行動と、それを理想とする規範概念の両
者を含むことを指摘し、実体としての「統一的政治行動」と、規範的理念としての「国民
的統一性J とを用語法の上で区別することが明記される。この両者が老チョコ党のもとで
一体をなしていた時代から、政党の分化の進行の中で事離してし、く過程は 2 章の前史にお
いて描かれる。本論部分の第 3 章以降では、すでにチェコ社会の多党化が現実のものとな
った後において、「国民的統一性」のスローガンのもとで、青年チェコ党が統一的な政治行
動を追求した際に、それを容易に、または困難にした要因を、対政府関係、対ドイツ人ボ
ヘミア=アウスグライヒ交渉の推移、主要政党の党内事情の 3 点から分析するという視角
が提示される。
以上を踏まえて、第 2 章では 19世紀後半から 1907 年にいたるまでの前史が概略される。
ここでは、君主国政府との妥協可能性と、チェコ王冠諸邦の自治実現としづ壮大な要求と、
パラッキーFrantiおk Palacký とし、う政治指導者の権威とに支えられた、老チェコ党の主
導する統一的政治行動と結合した「国民的一体性J の時代から、政府から引き出せる譲歩
の規模の縮小、要求自体の現実主義化、大衆政治段階への移行に適応できない政治指導者
の権威の低下によって、主導的な政党が老チェコ党から、同様に名望家政党である青年チ
エコ党に交代した後の統一的政治行動が、かろうじてクーリエ選挙制度による青年チェコ
党の過剰代表に支えられたものであり、そこから理念としての「国民的一体性」が事離し
ていった経過が描かれる。しかしながら、 1907 年の男子普通選挙制度の導入によって選
挙制度上の支えを失い、議席の上でもかつての支配的な地位を喪失したにもかかわらず、
名望家政党の青年チェコ党が主導する統一的な政治行動はこの後もしばらく継続するこ
とになる。この過程を扱うのが本論部分である
第 3 章から第 5 章までが本論部分をなし、ここではチェコ人諸政党間の関係が、統一的
政治行動の安定から崩壊に至るまで、第 3 章では 1907 年総選挙以後のベック Max
Vladimir Beck 内閣 (1906-08) 、第 4 章ではビーネルト Richard Bienert 内閣 (1908-
11) 、第 5 章ではガウチュ Paul Gautsch の短期政権を挟んで、シュテイルク Karl St?gkh 
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内閣 (1911-16) の第一次世界戦までの時期に関して、詳細に跡づけられ、その中から、
統一的な政治行動の維持・崩壊に影響した要因が、対政府関係、対ドイツ人アウスグライ
ヒ交渉の推移、各党の党内事情の 3 点に整理されている。
第 3 章では、帝国議会を構成する諸ネイションの代表を殆どすべて取り込んだ「挙国一
致内閣」を組閣して、ネイション聞の和解に努めたベック内閣の時期が扱われる。男子普
通選挙に基づく初めての帝国議会選挙である 1907 年総選挙後、青年チェコ党の主導で、
社民党を除く全チェコ人政党が参加して共同議員クラブ、チェコ・クラブが設立されるが、
ナショナルな争点における統一行動という目的とは裏腹に、その実現手段において政府と
の協力関係を想定するクラマーシュ Karel Kramáf 率いる青年チェコ党と、政府との対決
を主張する国民社会党の聞の懸隔は大きく、改造ベック内閣への閣僚派遣をめぐって同ク
ラブは解体し、チェコ人諸政党問の統一的政治行動は、国民社会党などを除いた国民クラ
ブの中で、青年チェコ党主導下に農業党・カトリック政党が参加して継続された。この時
期の統一的政治行動の安定性は、ベック内閣との良好な対政府関係、と、総選挙の結果に満
足しない各党が当面、支持基盤の拡大や党内規律の確立など党内改革に精力を傾注してい
たことによってもたらされていたと分析され、しかしながら、ベック内閣のボヘミア=ア
ウスグライヒ交渉とその挫折が、チェコ人閣僚の辞任とベック内閣の倒閣を招いたことが
指摘される。
第 4 章では、ポーランド人議員団とキリスト教社会党などのドイツ人政党とに依拠した
ピ、ーネルト内閣のもとでの、チェコ人諸政党問の関係が取り上げられる。議会内で当面野
党の地位を占めたチェコ人諸政党は、政治的影響力の拡大を目論んで、南スラブ人議員ら
と共同でスラブ同盟を設立したが、再開されたボヘミア=アウスグライヒ交渉の失敗は交
渉の窓口となったクラマーシュの威信の低下を招き、農業党の主導で国民社会党も参加し
て行われたチェコ人共同議員クラブの統一チェコ・クラブへの改編に際しては、クラマー
シュが議長職を喪失する事態に至った。にもかかわらず、まがりなりにもこの時期には統
一的な政治行動が維持されており、 1911 年帝国議会選挙においては、反社民党の立場から
チェコ人主要政党間で選挙協力「カルテル」が結成されるに至る経緯が跡づけられる。こ
の時期のチェコ人諸政党の統一的政治行動は全体として不安定化したと特徴付けられ、そ
の理由として、ドイツ人諸政党に配慮するビーネルト内閣との関係の冷却化と、事態の打
開を目論んだボヘミア=アウスグライヒ交渉の失敗が挙げられ、にもかかわらず維持され
たことは、農業党内でのシュヴェフラ AntonÍn Svehla ら穏健派とプラーシェク Karel
Pr必ek ら保守派の対立に由来する同党帝国議員団の首尾一貫しない行動様式や、国民社
会党の街頭行動が政府からの弾圧を招いて同党が総選挙を前に財政的窮地に陥り、青年チ
エコ党との選挙協力を受け入れるに至ったといった各党の党内事情から説明される。
第 5 章では、 1911 年総選挙後に短期間政権を担当したガウチュ内閣を挟んで、諸ネイ
ション議員団内の不和をも利用して流動的な多数派に依拠しながら、緊急令統治も辞さな
し、権威主義的な指向をもっていたシュテイルクの官僚内閣のもとで、最終的にチェコ人諸
政党間の統一的な政治行動が崩壊し、横並びの諸政党の間での織烈な対抗関係が生じるま
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でが扱われる o 1912 年の防衛法案審議への対応をめぐって統一チェコ・クラブが実質的に
崩壊し、さらにはボヘミア領邦の財政破綻を目前にして再開されたドイツ人諸政党とのア
ウスグライヒ交渉が最終的に挫折する過程で、政府に対立する立場に回った国民社会党と
農業党に対して、なおも政府との協力の可能性を模索する青年チェコ党が反対して以降、
共同議員団の復活の試みは二度と実現せず、 1913 年のアナ勅令 Annenpatent / Anensk?
patenty によるボへミア領邦議会の閉鎖と領邦自治の停止に抗議した農業党と国民社会党
の主導する帝国議会の議事妨害が、(第一次世界大戦後半までの長期に及ぶことになる)
帝国議会の閉会と緊急令統治の引き金となり、チェコ人諸政党間の対立の昂進は青年チェ
コ党が国民社会党の主要メンバーの官憲スパイ疑惑を暴露したシュヴィハ事件に象徴さ
れるように、横並びの諸政党問の織烈なものとなっていった経緯が描かれる。以上の過程
は、対価を示さずに協力を要請する官僚内閣との関係の悪化と、ボ、へミア=アウスグライ
ヒ交渉の最終的な決裂とから、青年チェコ党の主導する対政府協力を軸とする統一的政治
行動に終止符が打たれたのに対して、選挙での党勢拡大に自信を得た国民社会党と一時的
に保守派が帝国議会議員団の指導権を握った農業党とが主導する政府攻撃と、これに同調
しない青年チェコ党との間の対立が昂進したものとして分析され、統一的政治行動の枠組
みを離れて政党が相互に争う素地ができあがったものと評価される。
最後に、「おわりにJ において、類似した政治的経験を持ちながら 1920 年代にデモクラ
シーの崩壊を経験した他の継承諸国との比較が試みられ、戦前においてナショナルな枠組
みの中で統一的な政治行動が維持されていたガリツィアやスロヴェニアの事例で、は、戦間
期のポーランドやユーゴスラヴィアの議会政治においてナショナルな争点とは異なる軸
に基づく議会多数派の形成が困難になるとしづ結論を導いている口これに対して、戦前に
おいてナショナルな枠組みの中での統一的な政治行動が崩れて、政党間の競争を生じたチ
エコでは、すでに第一次世界大戦のもとでも、主要政党間で、の政策協議を伴った実質的な
政党間協議が始められ、これが戦間期のデモクラシーにおける議会多数派連合内での政党
間協調の前提となることが示唆されている。
論文審査結果の要旨
現在に至るまで、チェコ政党政治史の捉え方は、戦間期チェコスロヴァキア共和国にお
けるデモクラシーの安定を軸として展開してきた。チェコ人・ドイツ人・スロヴァキア人な
どの複数のネイションの間で、それぞれが複数の大衆政党に分岐した複雑な多党制のもと
でも、安定的なデモクラシーの運営を可能にした、チェコスロヴァキア農業党リーダーの
シュヴェフラを中心とする連合政治は、戦間期チェコスロヴァキアに対する多極共存型デ
モクラシーconsociational democracy 概念の適用や、オーストリア政党政治史の「陣営
Lager J ・ドイツ政党政治史の「ミリューMilieuJ 概念などに示唆を受けた柱状化
verzuilingNersäulung 論を用いた多党制成立論の試みなど、政治学的にも重要な研究を
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刺戟してきた。しかしながら、戦前における多党制の成立と戦間期の安定的なデモクラシ
ーとを、多党化後の戦前政党政治の展開を考慮することなく直接に結びつける議論は、本
論文も指摘するとおりに、比較研究に耐えない。本論文はこうした従来の研究の空白を埋
め、さらには継承諸国間での比較政治史研究を試みている点に意義がある。すなわち、本
論文の意義は、第一に、従来研究史上の空白となっていた 20 世紀初頭から第一次世界大
戦に至る時期のチェコ政党政治史を同時代文献の渉猟に基づいて実証的に詳細に跡づけ
た点に求められる。それにもまして、第二に、ハプスブルク君主国の継承諸国間比較とい
う視座を設定して、第一次世界大戦以前の経験と戦間期のデモクラシーが辿った運命との
聞の因果論的な説明を試みようとした点は、比較政治史の観点からきわめて意欲的な試み
として評価される。もっとも、ここで提示された、戦前におけるナショナルな統一的議員
団の維持と戦間期における多数派連合形成の困難、戦前における政党間競争の成立と戦間
期におけるデモクラシーの安定という一対の対応関係は、因果関係に関して説得的なメカ
ニズムが提示されているとまでは言い難く、試論の域を出ないものであるが、今後の研究
においてさらに考察が深められるであろうという期待を十分に抱かせるものである。
また、本論文には問題点もあり、ハプスブルク君主国の統治制度の記述に不正確な点が
まま見られるが、ナショナルな政党編成によらない議員の投票行動が観察できる対外通商
条約やハンガリーとの聞の 10 年更新の経済アウスグライヒなどの争点をめぐる政党政治
にも着目する場合には、こうした点は正確に踏まえておくことが必要であろう。ボヘミア
=ドイツ人諸政党とのアウスグライヒ交渉を詳細に取り上げた以上、ボヘミア=ドイツ人の
間での政党の分化と政党間関係の展開を、チェコ人諸政党聞のそれと併行して跡づけるこ
とは、今後の研究課題である。しかしながら、これらの点は本研究が博士の学位を受ける
ことを決して妨げるものではないと思われる。
以上により、本研究は博士(法学)の学位を授与するに値するものと認める。
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